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自主防災組織

連絡協議会

事務局

☎22-7105

延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。
１

結成しました

防
災
資
機
材
を
受
領
し
ま
し
た
。

自主防災組織率

組織数

２７８組織

組織率
８５．９２％

令和４年10月12日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

延
岡
市
防
災
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
森
口
正
輝
実

行
委
員
長
）
は
、
令
和
五
年
二
月
二
十
六
日
（
日
）
妙

田
公
園
駐
車
場
に
お
い
て
、
防
災
関
係
機
関
・
団
体
・

企
業
等
が
参
加
し
、
第
１
２
回
延
岡
市
防
災
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
多
く
の
方
々
が
来
場

し
ま
し
た
。
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
車
両
は
人
気
が
高

く
順
番
待
ち
の
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
「
は
し
ご
車
体
験
搭
乗
」
は
人
気
が
あ
り
、
抽
選
に

当
選
し
た
家
族
は
「
は
し
ご
車
か
ら
の
眺
め
は
最
高

だ
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
多
く
の
方
が
訪
れ
、
水
消

火
器
・
要
救
助
者
救
出
・
救
急
法
・
防
災
ク
イ
ズ
・
災

害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
等
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
は
、

「
荒
ぶ
る
災
害
に
向
か
い
合
う
」
と
題
し
た
東
京
大
学

大
学
院
情
報
学
環
、
片
田
敏
孝
特
任
教
授
の
講
演
会
、

収
録
映
像
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
２
回
延
岡
市
防
災
フ
ェ
ス
タ

【体験搭乗した森口実行委員長】

防
災
資
機
材
交
付
式

令
和
五
年
二
月
十
七
日
（
金
）
延
岡
市
自
主
防
災

組
織
連
絡
協
議
会
（
森
口
正
輝
会
長
）
防
災
資
機
材

交
付
式
が
延
岡
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
、
新
規
結
成
組
織
1
組
織
に
対
し
て
新
規

結
成
組
織
配
備
資
機
材
１
０
品
目
を
、
既
存
組
織
１

６
組
織
の
内
、
１
組
織
に
発
電
機
・
投
光
器
・
投
光

器
三
脚
・
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
を
、
残
り
の
１
５
組
織

に
は
簡
易
テ
ン
ト
を
交
付
し
ま
し
た
。

新
規
結
成
の
シ
ー
サ
イ
ド
た
い
な
区
の
安
在
哲
幸

会
長
、
発
電
機
一
式
を
交
付
さ
れ
る
山
月
２
区
の
佐

野
俊
博
会
長
及
び
簡
易
テ
ン
ト
を
交
付
さ
れ
る
１
５

組
織
を
代
表
し
て
塩
浜
区
の
石
川
勇
会
長
に
目
録
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
森
口
会
長
は
「
防
災
訓
練
や
防

災
講
話
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
組
織
の

更
な
る
充
実
・
強
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。【シーサイドたいな区安在会長】

交
付
さ
れ
た
１
７
組
織
を
代
表
し
て
シ
ー
サ
イ
ド

た
い
な
区
安
在
会
長
が
お
礼
の
言
葉
と
し
て
「
昨
年
、

延
岡
市
で
は
震
度
５
強
の
地
震
や
台
風
１
４
号
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
防
災
に
対
す
る
備
え
は

急
務
と
な
っ
て
お
り
、
防
災
訓
練
等
を
含
め
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

〇
新
規
結
成
防
災
資
機
材
受
領
組
織

シ
ー
サ
イ
ド
た
い
な
区
（
安
在
哲
幸
会
長
）

〇
再
配
備
防
災
資
機
材
受
領
組
織
（
発
電
機
一
式
）

山
月
２
区
（
佐
野
俊
博
会
長
）

〇
再
配
備
防
災
資
機
材
受
領
組
織
（
簡
易
テ
ン
ト
）

①
旭
ヶ
丘
区
（
徳
田
昭
彦
会
長
）
②
桜
園
４
区
・
松

馬
場
団
地
区
（
松
田
禎
二
会
長
）
③
別
府
町
区
（
森

山
晴
由
会
長
）
④
笹
目
区
（
石
川
俊
一
会
長
）
⑤
塩

浜
区
（
石
川
勇
会
長
）
⑥
富
美
山
２
区
（
臼
井
節
子

会
長
）
⑦
富
美
山
北
区
（
山
本
民
子
会
長
）
⑧
富
美

山
北
団
地
（
塚
原
敏
彦
会
長
）
⑨
富
美
山
み
ど
り
区

（
森
口
正
輝
会
長
）
⑩
大
貫
上
区
（
太
田
尾
博
会

長
）
⑪
小
野
町
区
（
伊
東
幹
男
会
長
）
⑫
千
代
が
丘

区
（
坂
本
則
雄
会
長
）
⑬
恒
富
町
区
（
松
田
一
郎
会

長
）
⑭
富
美
山
青
葉
台
区
（
兒
玉
美
明
会
長
）
⑮
北

緑
ヶ
丘
区
（
花
畑
周
二
郎
会
長
）

【山月２区佐野会長】

【塩浜区石川会長】

【新規結成防災資機材１０品目】

【発電機一式】

【簡易テント】

【自衛隊車両と一緒に♡】

【子供も体験、救急法】



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７

防災講話

２

台
風
１
４
号
検
証
委
員
会

【延岡市防災アドバイザー片田教授】

〇みどり区地区防災計画
説明会

４月 ４日（火）
午後 ７時～
みどり区公民館

〇笹目区防災講話
４月２２日（土）
午後 ６時～
笹目区教育センター

〇各地区区長会総会
＊３月１６日現在の情報です。
変更になる場合もあります。

４月１３日（金）
・恒富地区
時間、場所調整中

４月２２日（土）
・東海地区午前１０時～
東海コミセン

４月２９日（土）
・岡富地区午後 ２時～
岡富コミセン

☆延岡市水防訓練調整会議
４月１１日（火）
午後 ２時～
社会教育センター

南
小
学
校
５
年
防
災
学
習

南
小
学
校
（
早
田
茂
美
校
長
）
５
年
生
（
４
ク
ラ

ス
）
は
、
令
和
五
年
一
月
二
十
七
日
（
金
）
に
防
災

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

危
機
管
理
課
黒
木
勇
主
任
か
ら
、
延
岡
市
の
防
災

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
過

去
に
発
生
し
た
自
然
災
害
（
風
水
害
・
竜
巻
な
ど
）

を
ス
ラ
イ
ド
で
確
認
し
た
後
、
河

川
氾
濫
イ
メ
ー
ジ
と
東
日
本
大
震

災
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
ま
し
た
。

津
波
が
迫
っ
て
く
る
場
面
で
は
、

「
早
く
逃
げ
て
」
「
も
っ
と
高
い

所
へ
」
な
ど
の
声
が
自
然
に
出
て

ま
し
た
。
私
達
は
、
豊
か
な
自
然

の
恩
恵
を
受
け
た
環
境
で
生
活
し

て
ま
す
が
、
時
に
荒
ぶ
る
自
然
災

害
に
対
し
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が

重
要
で
、
「
い
ざ
と
い
う
時
に
ど

の
よ
う
に
行
動
で
き
る
か
を
家
族

で
話
し
て
下
さ
い
」
と
提
案
し
ま

し
た
。
ま
た
、
非
常
用
持
出
袋
を

備
え
て
い
る
割
合
が
高
く
、
防
災

意
識
が
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。

【真剣に聞いてます】 【ポンチョを着たよ】

林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

【県北生コン協会のミキサー車】

【懸命に器材操作する隊員】

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
（
火
）
延
岡
市
消
防
署

（
河
原
武
博
消
防
署
長
）
は
、
令
和
５
年
春
季
火
災
予

防
運
動
行
事
の
一
環
と
し
て
、
延
岡
植
物
園
に
て
林
野

火
災
を
想
定
し
た
合
同
訓
練
を
消
防
第
２
課
（
岩
切
光

司
課
長
）
と
県
北
生
コ
ン
協
同
組
合
で
実
施
し
ま
し
た
。

「
乾
燥
注
意
報
の
悪
条
件
下
で
出
火
し
た
火
災
は
、

強
風
に
あ
お
ら
れ
延
焼
拡
大
中
」
と
の
想
定
で
訓
練
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
指
揮
本
部
は
、
延
焼
箇
所
を
的
確

に
把
握
し
、
各
隊
も
迅
速
な
消
火
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
か
ら
水
の
供
給
を
受
け

る
訓
練
も
連
携
良
く
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

空
気
が
乾
燥
す
る
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

令
和
五
年
三
月
二
日
（
木
）
延
岡
市
災
害
対
策
本
部

室
に
て
「
第
１
回
台
風
１
４
号
に
お
け
る
災
害
対
応
等

に
関
す
る
検
証
委
員
会
」
を
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学

環
、
片
田
敏
孝
特
任
教
授
を
招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

予
測
を
は
る
か
に
超
え
る
近
年
の
自
然
災
害
の
現
状

や
住
民
が
主
体
で
行
う
防
災
活
動
な
ど
の
講
義
を
受
け

た
後
、
災
害
対
応
や
防
災
情
報
の
発
信
及
び
市
民
の
避

難
行
動
や
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
対
応
な
ど
、
昨
年

１
１
月
に
実
施
し
た
事
前
検
討
会
で
出
さ
れ
た
問
題
点

や
改
善
点
な
ど
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「
安
全
安
心
な
ま

ち
、
の
べ
お
か
を
目
指
し
て
」
の
検
討
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

【延岡市消防団副団長】

【延岡市区長連絡協議会】


